
ソ
ビ
ナ
ー
ト
と
自
由
競
争
段
階
の
工
場
と
に
お
け
る
労
働
組
織
の
側
面

で
の
労
働
生
産
力
に
お
け
る
差
異
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
次
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
六
、
薯
者
は
時
問
的
強
制
進
行
性
確
立
型
の
労
働
組
織
の
成
立
し

て
い
る
自
動
車
工
業
や
家
庭
電
器
工
業
の
よ
う
た
機
械
的
工
業
の
産
業

領
域
に
お
げ
る
大
量
生
産
方
式
を
「
少
種
多
量
生
産
型
」
と
規
定
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
「
多
種
多
量
生
産
型
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

共
同
研
究
室

共
同

研
究
会

昭
和
四
九
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
三
十
一
目
）

▼
テ
ー
マ
　
「
杜
会
福
祉
と
自
治
体
財
政
」

　
報
告
者
　
坂
野
光
俊
氏

　
報
告
要
旨

　
１
、
国
家
財
政
と
地
方
財
政

　
２
、
福
祉
行
財
政
の
し
く
み

　
３
、
高
度
成
長
過
程
に
お
げ
る
福
祉
需
要
の
膨
脹

　
４
、
自
治
体
財
政
の
慢
性
的
窮
乏
と
福
祉
財
源
保
障
の
貧
困

　
５
、
低
福
祉
行
財
政
機
構
の
再
生
産
と
そ
の
矛
盾

　
６
、
打
開
策
を
め
ぐ
っ
て
の
政
策
上
の
対
立
と
そ
の
意
義

昭
和
四
九
年
度
第
二
回
研
究
会
（
六
月
七
目
）

▼
テ
ー
マ
　
バ
ブ
ー
フ
と
現
代

　
報
告
者
　
小
檜
山
政
克
氏

　
報
告
要
旨

１
、
間
題
意
識

　
杜
会
主
義
と
は
た
に
か
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
。

　
Ａ
、
日
本
の
将
来
の
間
題
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
二
号
）

　
Ｂ
、
革
命
後
半
世
紀
の
杜
会
主
義
諸
国
の
現
案
を
ふ
ま
え
て
そ
れ
を

一
二
つ
の
分
野
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
例
え
ぱ
レ
ー
ニ
ソ
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ
の
源
泉
、
三
つ
の
構

成
部
分
』
参
照

　
Ｈ
　
杜
会
思
想
　
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
の
バ
プ
ー
フ

　
○
　
史
的
唯
物
論
　
例
え
ぱ
「
相
対
的
に
自
立
的
な
経
済
的
杜
会
構

成
体
と
し
て
の
杜
会
主
義
杜
会
」
あ
る
い
は
「
発
達
し
た
杜
会
主
義
杜

会
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
狂
い
し
段
階
観
定
の
問
題

　
嘗
　
経
済
学
　
例
え
ぱ
「
所
有
の
問
題
」
　
（
例
え
ぱ
芦
田
教
授
の
研

究
）
、
「
計
画
経
済
」
の
間
題
。
た
お
、
こ
の
二
つ
の
問
題
は
マ
ル
ク
ス

以
前
の
杜
会
主
義
思
想
の
中
に
中
心
的
か
も
の
と
し
で
存
在
し
た
。
民

主
主
義
思
想
と
杜
会
主
義
思
想
の
相
互
関
係
は
、
今
後
の
研
究
に
ま
つ

が
、
両
者
の
源
流
に
お
け
る
相
違
点
と
し
て
の
所
有
問
題
（
１
１
私
有
財

産
批
判
）
と
自
由
の
経
済
的
保
障
の
問
題
（
資
本
論
一
巻
二
編
末
尾
の

文
章
参
照
）
、
あ
る
い
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
杜
会
主
義
思
想
の
特
徴
と
し
て

の
所
有
、
生
産
、
労
働
、
分
配
の
杜
会
化
の
問
題
は
そ
の
際
の
ポ
イ
ン

ト
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
例
え
ぱ
自
ｇ
ｓ
一
ｐ
ト
９
）

皿
、
バ
ブ
ー
フ
と
マ
ル
ク
ス

　
一
、
人
類
解
放
思
想
史
の
中
で
の
マ
ル
ク
ス
の
位
置
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
二
九
六
）

　
例
え
ぱ
バ
ブ
ー
フ
ｇ
ｏ
ー
マ
ル
ク
ス
ー
現
代
と
い
う
バ
ー
ス
ペ
ク
テ

ィ
プ
で
マ
ル
ク
ス
を
み
て
い
く
。
　
「
空
想
」
と
「
科
学
」
の
関
係
。
レ

ー
ニ
ソ
「
マ
ル
ク
ス
は
杜
会
主
義
へ
の
転
化
の
不
可
避
性
を
全
く
も
っ

ぱ
ら
毘
代
杜
会
の
経
済
的
運
動
法
則
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
」
。
　
坂
本

慶
一
「
”
空
想
よ
り
科
学
へ
。
の
シ
エ
ー
マ
に
安
住
せ
ず
に
”
科
学
よ

り
空
想
へ
”
の
逆
流
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
『
マ
ル
ク

ス
主
義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
ー
」
初
期
マ
ル
ク
ス
と
フ
ラ
ソ
ス
杜
会
主
義
　
』
、
東

京
、
一
九
七
二
、
七
ぺ
ー
ジ
）

　
二
、
『
共
産
党
宣
言
』
第
三
章
の
文
章

　
事
弍
葛
｛
¢
■
巨
胃
己
ｏ
葦
く
◎
■
｛
胃
■
ま
胃
ｇ
ｑ
グ
昌
ｏ
ぎ
四
一
庁
箏

胃
畠
ｇ
昌
邑
ｏ
旨
ｇ
宛
¢
き
－
；
－
ｇ
皇
¢
雪
邑
¢
昌
畠
８
ま
吻
｝
ｈ
◎
一
９

芦
ユ
斗
吻
弩
ｏ
・
ｏ
・
肩
８
｝
．
（
ｏ
ｏ
ｏ
｝
弐
津
ｇ
｝
ま
窒
オ
易
考
・
（
考
實
ぎ
・

困
一
ト
の
一
お
ｏ
）

な
ぜ
語
ら
次
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
三
、
¢
マ
ル
ク
ス
『
聖
家
族
』
中
の
文
章
（
事
胃
頁
軍
ド
ｃ
。
．
Ｈ
８
）

　
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
ロ
ソ
ド
ン
に
お
け
る
諸
国
民
の
祝
祭
』
で
の
発
言

（
ｐ
ド
９
ｇ
◎
）

　
　
マ
ル
ク
ス
『
道
徳
的
批
判
と
批
判
的
道
徳
』
（
軍
ト
９
。
。
含
）

　
＠
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
第
一
章
、
　
「
…
大
き
た



市
民
的
運
動
が
お
こ
る
た
び
に
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
ヅ
ァ
ー
ト
の
、
多
少

と
も
発
展
し
た
先
駆
者
で
あ
る
一
階
級
の
自
主
的
な
動
き
が
出
現
し
た
。

た
と
え
ぱ
…
イ
ギ
リ
ス
大
革
命
に
お
け
る
レ
ベ
ラ
ー
ズ
（
平
等
派
）
、

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
に
お
け
る
バ
ブ
ー
フ
が
そ
れ
で
あ
る
」
。

　
四
、
月
§
葦
の
見
解
　
そ
の
著
り
・
甲
Ｈ
◎
。

　
雰
弓
竃
の
見
解
「
バ
ブ
ー
フ
主
義
の
運
動
を
研
究
し
な
く
て
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
発
生
に
直
接
先
だ
っ
数
十
年
問
の
杜
会
主
義
思
想
の

発
展
を
完
全
に
は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
Ｐ
靹
．
委
手
寿
；
マ

量
８
量
彗
胃
；
き
冥
婁
蒼
豊
・
峯
ｏ
員
雷
一
岩
ミ
一
〇
宅
．
葛
）
。

皿
、
バ
プ
ー
フ
の
生
涯

　
平
岡
昇
『
平
等
に
愚
か
れ
た
人
友
、
　
　
ハ
ブ
ー
フ
と
そ
の
仲
問
た

ち
　
　
』
、
東
京
、
一
九
七
三
（
岩
波
新
書
）
に
よ
る
（
主
と
し
て
）
．

一
七
六
〇
　
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
貧
農
の
家
に
生
れ
、
母
（
女
中
）
、
一
四
歳

　
　
　
　
か
ら
家
計
を
助
げ
た
、
自
学
自
習
、
反
抗
的
た
青
年
、
三
七

　
　
　
　
年
の
生
涯
の
最
後
の
四
－
五
年
以
外
は
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
農
村

　
　
　
　
で
過
し
た
。

一
七
七
七
　
一
七
歳
の
時
土
地
台
帳
管
理
人
と
な
る
。
そ
の
中
で
農
村

　
　
　
　
の
貧
困
か
ら
暗
示
さ
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

　
　
　
た
（
ピ
カ
ル
デ
ィ
に
残
っ
て
い
た
共
同
耕
作
の
慣
習
↓
農
村

　
　
　
共
同
研
究
室

　
　
　
　
共
同
体
、
土
地
の
な
い
貧
農
の
問
題
↓
農
地
均
分
法
）
。

一
七
八
九
　
　
『
永
代
土
地
台
帳
』
を
出
版
、
こ
の
年
七
・
一
四
の
バ
ス

　
　
　
　
チ
ー
ユ
攻
撃
の
昂
奮
の
さ
め
や
ら
ぬ
三
日
後
に
バ
リ
に
か
け

　
　
　
　
つ
け
た
。
こ
の
時
パ
リ
に
出
か
け
た
の
は
こ
の
書
物
の
出
版

　
　
　
　
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
民
衆
の
革
命
精
神
の
熱
気
に
ひ
た
っ

　
　
　
　
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
職
業
で
あ
る
土
地
管
理
の
仕
事
に
見

　
　
　
　
切
り
を
つ
け
、
政
治
参
加
の
決
意
を
固
め
た
。

一
七
九
〇
　
ピ
カ
ル
デ
ィ
で
革
命
の
た
め
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
開
始
、

　
　
　
　
『
ピ
カ
ル
デ
ィ
通
信
』
（
一
七
九
〇
１
九
一
）
編
集
長
、
　
同
時

　
　
　
　
に
民
衆
運
動
の
組
織
化
に
全
力
を
っ
く
す
、
消
費
税
反
対
運

　
　
　
　
動
で
投
獄
。

一
七
九
ニ
　
ソ
ム
県
の
行
政
官
に
え
ら
ぱ
る
。

一
七
九
三
　
バ
リ
ヘ
、
一
時
パ
リ
市
の
食
糧
管
理
局
に
つ
と
め
た
。

一
七
九
四
　
バ
リ
で
め
ざ
ま
し
い
言
論
活
動
、
　
『
出
版
自
由
新
聞
』

　
　
　
　
（
一
七
九
四
、
九
、
三
－
一
〇
、
一
）
そ
の
続
刊
『
人
民
の
護
民

　
　
　
官
ま
た
は
人
権
擁
護
者
』
（
一
七
九
四
、
一
〇
、
一
〇
－
九
六
、

　
　
　
四
、
二
四
）
、
後
者
は
グ
ラ
ッ
ク
ス
・
バ
プ
ー
フ
と
署
名
さ
れ
、

　
　
　
　
「
陰
謀
」
時
代
に
も
っ
と
も
重
要
な
宣
伝
手
段
と
な
っ
た
。

一
七
九
五
　
「
平
和
蜂
起
」
の
プ
ロ
バ
ガ
ソ
ダ
の
た
め
逮
捕
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
二
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
こ
の
獄
中
で
バ
ブ
ー
フ
主
義
運
動
の
中
核
形
成
。

一
七
九
五
、
一
〇
月
　
釈
放
、
当
時
サ
ソ
・
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
は
五
月
蜂
起

　
　
　
　
の
失
敗
か
ら
平
和
蜂
起
の
有
効
性
を
信
じ
な
く
た
り
絶
望
的

　
　
　
　
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
従
来
の
平
和
蜂
起
の
方

　
　
　
　
法
に
つ
い
て
深
刻
な
反
省
の
う
え
、
武
装
蜂
起
へ
の
転
換
を

　
　
　
　
決
意
、
一
七
九
五
年
二
一
月
以
後
は
地
下
活
動
に
入
っ
て
ジ

　
　
　
　
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
め
ざ
ま
し
く
活
動
。

一
七
九
六
、
三
、
一
〇
　
バ
ブ
ー
フ
ら
四
名
（
の
ち
三
名
加
わ
っ
て
七

　
　
　
　
名
）
に
よ
っ
て
「
公
安
秘
密
総
裁
府
」
　
（
「
秘
密
蜂
起
委
員

　
　
　
　
会
」
）
を
結
成
、
革
命
工
作
員
、
地
下
新
聞
、
バ
ソ
フ
、
シ

　
　
　
　
ャ
ン
ソ
ン
た
ど
を
通
じ
て
活
動
。

一
七
九
六
、
五
、
一
〇
　
バ
プ
ー
フ
ら
逮
捕
さ
る
。

一
七
九
六
、
五
、
二
六
　
ギ
ｐ
チ
ソ
に
の
ぽ
る
。

ｗ
、
バ
ブ
ー
フ
の
思
想
と
現
代

　
第
一
点
　
革
命
遂
行
方
式
　
略
（
な
お
柴
田
の
著
書
ｏ
』
ｏ
◎
・
◎
Ｉ
Ｎ
０
◎
ｏ

　
　
　
　
の
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
評
価
に
は
注
意
）
。

　
第
二
点
　
新
杜
会
建
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
例
え
ぱ
「
経
済
法
令
案
要

　
　
　
　
綱
」
に
つ
い
て

　
主
と
し
て
自
塁
ｓ
の
書
物
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
二
九
八
）

◎
「
要
綱
」
は
大
き
く
は
二
種
の
政
策
に
分
か
れ
る
。

　
一
、
富
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
　
相
続
権
廃
止
、
貨
幣
お
よ

び
貨
幣
賃
金
の
廃
止
、
累
進
的
現
物
税
、
私
的
貿
日
勿
の
禁
止
、
－
国
民
共

同
体
成
員
へ
の
債
務
帳
消
し
、
必
要
た
場
合
食
糧
．
工
業
製
品
の
没
収
、

こ
う
し
て
黄
金
を
砂
や
万
は
ど
の
つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
す
る
。

　
二
、
共
産
主
義
的
た
「
大
国
民
共
同
体
」
　
（
究
極
的
に
は
全
住
民
が

加
入
す
る
）
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

　
¢
　
「
共
同
体
」
に
は
ま
ず
国
有
財
産
、
革
命
の
敵
か
ら
の
没
収
財

産
、
所
有
者
が
耕
作
し
て
い
た
い
土
地
、
貧
者
が
蜂
起
で
占
拠
し
た
住

宅
が
渡
さ
れ
る
。

　
　
共
同
体
メ
ソ
バ
ー
に
は
か
発
的
入
会
者
、
六
〇
才
以
上
の
老
人
、

身
障
者
、
無
産
者
、
国
民
教
育
所
で
教
育
さ
れ
た
青
年
が
た
る
。
全
メ

ソ
バ
ー
に
同
じ
清
潔
で
つ
つ
ま
し
い
生
活
が
保
障
さ
れ
る
。
農
業
、
手

工
業
労
働
は
老
人
、
身
障
者
を
除
く
全
メ
ソ
バ
ー
の
義
務
、
こ
う
し
て

杜
会
を
共
産
主
義
的
に
改
造
し
て
い
く
。

　
　
　
小
所
有
者
、
小
商
人
、
目
傭
労
働
者
等
も
経
験
に
よ
っ
て
共
同

体
の
よ
さ
を
知
り
（
中
庸
の
労
働
で
清
潔
た
生
活
が
い
っ
も
保
障
さ
れ

る
か
ら
）
、
そ
れ
に
入
る
。
　
　
　
一

　
＠
富
者
は
税
金
や
多
額
の
費
用
を
支
出
せ
ね
ぱ
た
ら
ず
、
娯
楽
も



召
使
い
も
な
く
、
権
勢
も
う
ぱ
わ
れ
、
国
の
中
で
異
分
子
と
し
て
扱
わ

れ
る
の
で
、
或
は
海
外
へ
亡
命
し
、
或
は
共
同
体
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
る
。

　
◎
蜂
起
委
員
会
は
、
い
つ
完
全
な
平
等
が
成
立
す
る
か
に
つ
い
て

正
確
な
期
限
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
共
同
体
は
遠
か
ら
ず
全
国

民
に
ひ
ろ
が
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
祖
国
防
衛
者
が
入
り
、
な
く
な

っ
た
人
々
の
財
産
も
組
み
入
れ
ら
れ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
改
革
の
必
然

的
た
結
果
と
し
て
の
世
論
が
変
化
す
る
こ
と
が
、
大
き
く
力
あ
ろ
う
。

一
定
段
階
に
た
る
と
、
こ
の
メ
ソ
バ
ー
だ
け
が
政
治
的
権
利
を
も
ち
、

メ
ソ
バ
ー
以
外
は
政
治
、
軍
事
の
仕
事
に
参
加
で
き
な
く
な
る
。

◎
大
国
民
共
同
体
の
原
理
（
共
産
主
義
杜
会
の
原
理
）

饒
舛
ギ
弓
バ
ブ
、
フ
主
義
者
た
ち
の
独
創
で
は

　
　
全
国
的
揚
模
の
・
単
一
の
・
集
中
的
に
国
家
が
調
整
す
る
国
民

経
済
。
バ
プ
ー
フ
主
義
者
の
連
邦
主
義
反
対
の
独
特
な
理
苗
Ｈ
国
有
財

．
産
を
い
く
っ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
げ
る
と
土
地
の
良
否
に
よ
り
あ
る
者

は
余
剰
を
他
の
者
は
不
足
を
た
め
る
こ
と
に
淀
る
。
ま
た
共
同
体
問
の

不
可
避
的
な
交
換
は
利
己
的
た
取
引
精
神
、
貧
欲
を
生
む
、
共
同
体
の

領
域
が
広
げ
れ
ば
そ
れ
だ
げ
各
部
分
の
不
足
が
た
く
て
す
む
、
人
々
の

　
　
　
　
共
同
研
究
室

接
触
が
多
け
れ
ぱ
そ
れ
だ
げ
全
面
的
兄
弟
愛
が
生
ま
れ
る
。

数
百
万
人
の
共
同
体
を
管
理
す
る
の
は
小
さ
な
共
同
体
を
管
理
す
る

よ
り
た
Ｌ
か
に
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
に
は
生
産
物
の
円
滑
た
配
分
や
輸

送
の
た
め
の
問
題
が
お
こ
る
が
、
そ
れ
は
正
確
た
計
算
に
よ
っ
て
克
服

で
き
る
。

　
＠
労
働
能
力
が
あ
る
全
市
民
（
六
十
才
以
上
は
解
放
）
は
農
業
な

い
し
手
工
業
に
従
事
す
る
義
務
あ
り
、
労
働
日
の
長
さ
（
モ
ア
六
時
問
、

カ
ソ
パ
ネ
ラ
四
時
問
）
は
特
に
き
め
て
た
い
が
、
短
か
い
も
の
と
し
、

労
働
を
快
適
で
楽
し
い
も
の
に
変
え
、
だ
れ
も
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し

な
く
な
る
。

　
　
　
技
術
進
歩
に
大
き
た
意
義
を
認
め
る
。
　
「
最
高
管
理
部
は
共
同

体
に
人
問
労
働
を
短
縮
す
る
機
械
や
諸
方
法
を
導
入
す
る
」
。

　
＠
各
共
同
体
の
市
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
応
じ
て
ク
ラ
ス
に
分

け
ら
れ
る
。
各
ク
ラ
ス
の
役
員
を
皆
で
任
命
Ｌ
、
こ
の
役
員
は
仕
事
が

皆
に
平
等
に
た
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
各
共
同
体
は
大
国
民
共
同
体
の

一
部
と
み
な
さ
れ
る
。

　
¢
　
最
高
管
理
部
は
各
州
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
そ
し
て
全
体
と
し

て
平
等
た
生
産
を
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
生
産
、
分
配
、
教
育
を
指

導
す
る
国
家
の
役
割
と
い
う
伝
統
的
た
杜
会
主
義
思
想
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
教
育
重
視
将
来
の
職
業
と
関
連
し
た
技
能
と
結
び
つ
げ
た
学

校
工
易
。

◎
当
竪
８
の
批
判

　
¢
　
極
端
な
平
等
主
義

　
才
能
の
均
等
化
１
１
「
杜
会
の
全
成
員
に
知
識
が
平
等
に
分
配
さ
れ
れ

ぱ
す
べ
て
の
人
間
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
能
力
、
才
能
を
も
っ
よ
う
に
な

る
」
と
い
う
主
張
。
　
（
当
時
の
経
済
、
教
育
事
情
を
考
え
る
こ
と
）

　
欲
望
、
消
費
の
平
均
化
１
１
「
各
人
に
平
均
の
物
資
を
与
え
、
だ
れ
に

も
平
均
以
上
を
与
え
て
は
次
ら
な
い
、
綿
密
に
平
等
を
守
っ
て
す
べ
て

の
物
資
を
分
配
す
る
」
と
い
う
。

　
　
　
知
識
人
に
対
す
る
不
信
、
知
的
労
働
の
産
物
に
高
い
評
価
を
与

え
る
こ
と
に
反
対
、
そ
れ
は
イ
ン
テ
リ
の
虚
構
（
と
く
に
バ
プ
ー
フ
に

お
い
て
つ
よ
い
）
。

◎
問
題
提
起

　
一
、
杜
会
正
義
、
杜
会
的
公
正
、
杜
会
的
平
等
と
い
っ
た
思
想
と
杜

会
主
義
と
の
関
係
、
分
配
と
正
義
の
関
係
。

　
Ｒ
．
Ｃ
．
タ
ッ
カ
ー
の
主
張
『
マ
ル
ク
ス
の
革
命
思
想
と
現
代
』
東

京
、
昭
四
六
年
、
ｏ
・
旨
（
分
配
上
の
正
義
に
つ
い
て
）
。
．

　
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
思
想
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
三
〇
〇
）

　
バ
ブ
ー
フ
と
マ
ル
ク
ス
の
相
違
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
根
本
的
批
判
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
の
問
題
と
し
て
の
不
平
等
と
分
配
の
問
題
。

　
二
、
そ
れ
と
関
連
し
て
の
生
産
力
の
発
展
の
視
点
の
問
題
（
例
え
ぱ

水
田
洋
氏
の
見
解
た
ど
）
、
さ
ら
に
そ
れ
と
関
連
し
て
の
杜
会
進
歩
の

基
準
の
問
題
（
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
レ
ー
ニ
ン
の
場
合
）
。

　
三
、
所
有
と
計
画
経
済
の
問
題
、
所
有
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
る

の
か
、
所
有
で
間
題
が
解
決
す
る
の
か
、
経
済
的
所
有
の
内
容
の
問
題
。
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